
【資料１】 令和４年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和５年３月２９日

（１）令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和５年度の方針【学校全体での取組】
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①体力向上や体育授業に関する校内研修会等の計画について
・校内研究の実施（体育科教員同士の情報共有・実践研究）
・授業研究の計画的な実施（体育科内で数回の授業を見せ合う機会を増やす)
・授業研究の結果を校内で共有（職員会議等で体力向上に関わる情報を共有する）

②体育科授業の工夫・改善について
・体育科教員同士の情報共有を核とし、研修等の内容をシェアする。
・新体力テストの結果を分析し、改善法を探る研修会を毎学期実施する。

③体育授業以外の活動の工夫について
・月1回の「体力向上プロジェクト」の継続（R2～4の3年間実施、R5は内容等の見直しを行う)
・体育委員会との連携（駅伝、体育祭）

④家庭・地域、近隣の学校・園等との連携、情報発信について
・「学校だより」等で、一中の体力の現状を知らせる
・小中一貫で育てたい体力を絞り、情報共有し、実践する。
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